






家庭用衣類スチーマー
Stilys　 ST706SB
ユーザーガイド

このたびは、SteamOne製品をご購入いただき誠にありがとうございま
す。ご使用前にユーザーガイドを必ずお読みのうえ、正しく安全にご使
用ください。

目次
 １.  安全上のご注意
 2.  取扱い上のご注意
 3.  各部名称
 4.  組立方法
 5.  使用方法
 6.  センサー機能
 7.  付属品の使用方法 
 8.  メンテナンス方法
 9.  仕様
10. 廃棄
11. 保証とアフターサービス
12. 免責事項
13. 保証規定
14. 保証書

1-6
7
8-9
10-13
14-19
20-23
24-25
26-27
28
28
29
30
30-31
32

保証書付

日本国内専用
Use only in Japan



1 

１. 安全上のご注意

ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくご使用くだ
さい。ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、ご使
用になる人や他の人への危害や損害を未然に防止するためのものです。
次の内容（表示・図記号）をよく理解してから本文をお読みになり、記載事
項をお守りください。

　　 警告
誤った取り扱いをしたときに、人が死亡または重傷を負う可能性が

　　　想定される内容です。

　　 注意
誤った取扱いをしたときに、人が怪我を負うまたは物的損害が想定
される内容です。

してはいけないこと（禁止）を示します。

しなければならないこと（指示）を示します。
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     警告：火傷をしないために

使用時、使用直後はスチームヘッド、ホース（図　　　部分）は
高温になりますので触れないでください。
火傷の恐れがあります。

持ち手の部分（図　　　部分）を持ってご使用ください。

必ず下記の環境温度下でご使用ください。
使用環境温度：0～35℃

　　 注意：安全にご使用いただくために

安全にご使用いただくために、正しい向きでご使用ください。
誤った向きでの使用は製品の故障や、火傷などの原因となります。
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警告

・子供だけで使わせたり、幼児やペットの手の届くところで使用しないでください。
  火傷・感電・けがをする恐れがあります。

・水につけたり、濡れた手で使用したり、水に手を入れたりしないでください。
　感電・ショートの原因となります。

・引火性のもの（ガソリン・ベンジン・シンナー）の近くで使用しないでください。
　爆発や火災の原因となります。

・通電中は本製品から離れないでください。
　火傷・けがをする恐れがあります。

・電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差込みが緩い時は使用しないでく    
　ださい。
　感電・ショートの原因となります。

・本体に電源コードを巻き付けないでください。また、電源コードを束ねたまま使用し　
　ないでください。
　コードがねじれて断線・ショート・火災・感電の原因となります。

・電源コードを傷つけたり、破損させたり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、
　ねじったり、束ねたりしないでください。また、重いものを載せたり、はさみ込んだりし
　ないでください。
　電源コードが破損し、火災・感電の原因となります。

・スチームヘッドを人や動物に向けたり、着用中の衣類にあてたりしないでください。
　火傷・感電など、重傷を負う事故の原因となります。

・分解・修理・改造をしないでください。
　修理の際はDMMサポート窓口（29ページ参照）へお問い合わせください。異常動作による火災
　火傷を含む重傷事故を伴う事故の原因となります。

禁止事項
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警告

指示事項

・異常・故障時にはすぐに使用を中止してください。
　すぐに電源プラグを抜いて、DMMサポート窓口（29ページ参照）へお問い合わせください。

　【異常・故障時】
　・電源コードやプラグが異常に熱い。
　・布地が縮んだり、こげたりすることがある。
　・いつもより異常に熱い、こげくさいにおいがする。
　・水漏れやその他の損傷がある。

・電源は交流100Vで50/60Hzの一般家庭用コンセントを単独で使用してくださ
　い。
　交流100V以外で使ったり、コンセントや配線器具の定格を超える使い方、タコ足配線な　
　どをすると、製品の故障や感電・ショートによる火災などの原因となります。

・電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに先端の電源プラグを持って抜　
　いてください。
　電源コードに負荷がかかり断線し、感電・火傷・ショートによる火災などの原因となります。

・電源プラグの刃または刃の取り付け面にホコリが付いている時は、乾いた布で  
　ふき取ってください。
　感電・ショートによる火災などの原因となります。

・使用時以外は（給排水時など）は、電源プラグを抜いてください。
　感電・ショートによる火災などの原因となります。

・本製品付属のアクセサリーのみを使用してください。
　火傷・感電など、重傷を伴う事故の原因となります。
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注意

・スチームやスチームヘッドに触れないでください。
　火傷・けがをする恐れがあります。

・電源ボタンをオフにした後もしばらくはスチームが出ることもあるため、手や顔を近
　づけないでください。
　火傷・けがをする恐れがあります。

・衣類スチーマー内部にピンや針金などを入れない、また衣類に縫い針などを刺
　したまま使用しないでください。
　衣類スチーマー内部に針が入り、ショート・故障の原因となります。

・本製品を不安定な場所や熱に弱い敷物の上に置かないでください。
　本体の転倒による火災・損傷・火傷・けがの原因となります。

・布・繊維類以外への使用はしないでください。
　過負荷による故障の原因となります。

・水道水以外の液体（熱湯や蒸留水、井戸水、リネンウォーターのような香料を含
　んだ水など）を専用ボトルに入れないでください。
　故障や衣類を汚す原因となります。

・専用タンクが空の状態で使用しないでください。
　製品故障の原因となります。

・高温時や電源プラグが接続されている時に、スチームヘッドを床・家具・電源コ　
　ードの上に置かないでください。
　床や家具を傷める原因となります。

禁止事項
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注意

・使用中はスチームヘッドを身体から離してご使用ください。
　火傷・けがをする恐れがあります。

・スチームヘッドを平行に保ち、上下に動かしてください。
　スチームヘッドを横に傾けたり逆さにしたりすると、スチーム穴からの水漏れにより火傷・けが、　
　製品故障の原因となります。

・本製品は屋内で使用してください。
　製品故障、けがの原因となります。

・付属のアクセサリーを取り付け、取り外しする場合は、スチームヘッドが冷めてから　
　行ってください。
　火傷・けがの恐れがあります。

・使用後は本製品が完全に冷めてから収納してください。
　製品の故障や火傷・けがの恐れがあります。

・本製品使用中は熱い蒸気が出ますので十分ご注意ください。
　火傷・けがの恐れがあります。

指示事項
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2. 取扱い上のご注意

衣類にスチームをあてる際は、必ず衣類の表示に従ってください。
「スチーム禁止」などの表示がある衣類に使用すると、衣類を傷める原因となります。

衣類に表示がない場合は、下記を目安にしてください。※1

◎スチームヘッドを衣類にあてて使用可能
綿、麻、レーヨン、ポリエステルなど

△スチームヘッドを衣類から離して、スチームのみでの使用を推奨
ウール、カシミヤ、シルク、ベルベット、ナイロンなど

×使用不可
革、合成皮革、ビニールなど水を通さない素材

※1　上記はあくまで目安であり、衣類に損傷を起こさないことを保証するものではあり
ません。また、万が一の損傷の場合も当社は責任を負いかねます。
使用中のスチームプレートの温度は約100℃です。
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3. 各部名称

g

h

f

e ミトン

スチームヘッドホルダー

単4電池2本 ※

専用ハンガー

取り外し可能ブラシ

スチームボード

※電池(g)は保証対象外となります。

c

d

b

a 本体

専用タンク

ロッド

スチームヘッド・ホース

i

j
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1

2

4. 組立方法

スチームヘッドホルダー(f)に単4電池2本(g)を

入れます。
※電池はオートストップセンサーに使用されます。
   電池を入れなくてもスチームをかけることは可能です。

本体(a)中央の筒状のネジを外します。

ネジを外した穴にロッド(c)を差し込み、

しっかりと回して締めます。

筒状のネジを回してしっかりと締めます。

ツメを外してロッド(c)を伸ばし、

ツメを留めて固定します。

スチームヘッドホルダー(f)をロッド(c)の上に繋げ、

専用ハンガー(h)を取り付けます。

スチームヘッド(d)を本体(a)奥までしっかりと

差し込み、筒状のネジを回してロックします。

3

6

5

4

7
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1

2

本体(a)から専用タンク(b)を取り出します。

専用タンク(b)裏のキャップを取り外し、

水道水を給水します。

キャップを締め、専用タンク(b)を

本体(a)に取り付けます。

本体(a)内部に水が溜まっている状態が正常です。

本体(a)横側の窓から水の残量が確認できます。

3

5. 使用方法

4
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電源ボタンを押して約1分でスチームが出始めます。

衣類にスチームプレートをしっかり押し当てることで

シワを素早く綺麗に伸ばすことができます。

スチームヘッドを下向きや逆さまにしてしまうと

水が製品内部の誤った方向に流れ、

水漏れなどの故障の原因となります。

衣類をピンと張った状態でスチームプレートを

押し当てることで、シワを素早く綺麗に

伸ばすことができます。
※衣類の端にスチームをあてるときは火傷をしないよう
　 十分にご注意ください。
   ミトン(e)を使用して衣類の端を持つと安全です。

本体(a)側面の窓から専用タンクの水の残量を

確認できます。水が少なくなると水滴ランプが

点灯するので給水してください。

水が完全になくなると、空焚き防止のため自動的に

電源が切れます。

3

4

2

1

5
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スチームヘッドホルダーには専用ハンガーだけでなく

お手持ちのハンガーも掛けられます。
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6. センサー機能

スチームヘッドホルダー(f)に電池が入っている状態で、

スチームヘッドをスチームヘッドホルダーから離すと、

スチームが噴出されます。

本体のエコモード・ノーマルモードボタンを押すと

約3秒でスチーム量が切り替わります。

※エコモード最大約12g/分・ノーマルモード最大約27g/分

スチームヘッドをスチームヘッドホルダーに置くと

スタンバイモードとなります。

※スタンバイモードでは微弱なスチームが出続け、

ホルダーから離すと通常のスチーム量に戻ります。

スタンバイモードのまま約10分が経過すると、

安全のため自動的に電源が切れます。

再度使用する際は電源ボタンを一度押して

起動させてください。

2

3

1

4
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センサーはスチームヘッドホルダーから本体上部の

水滴ランプへ赤外線で通信されます。

スチームヘッドホルダーと水滴ランプまでの間に

ホースや丈の長い衣類等の障害物があると

センサーが正常に作動しません。

センサーが正常に作動しない時は

右の図を参考にホースの位置と、

本体上部の水滴ランプが衣類の裾などで

隠れていないか確認してください。

正常にセンサーが作動すると、

スチームヘッドをスチームヘッドホルダーに

掛けた瞬間に水滴ランプが光ります。
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7. 付属品の使用方法

取り外し可能ブラシ

カチッと音がするまではめ込んでください。

※ブラシの取り付け及び取り外しは、必ず電源を切って

スチームプレートが十分に冷めた状態で行ってください。

※ブラシは衣類に着いたほこりを落とす際にご使用ください。

※ブラシを使用する際は衣類を傷めないようにご注意ください。

ひっかかりやすい素材には使用しないでください。

スチームボード

襟や袖にあててご使用ください。

i

j
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1

8. メンテナンス方法

メンテナンスの際は電源を切って、コンセントから

プラグを抜き本体が冷めるまで約2時間待ちます。

本体底のメンテナンスキャップを取り外します。

専用タンクに水道水を給水します。

本体底のメンテナンスキャップ部分下に受け皿を

用意し、専用タンクを本体に取り付けます。

メンテナンスキャップ部分から排水されます。

専用タンク内の水が全て排出されたら完了です。

本体内部のカルキやぬめりを取り除くため、

2か月に1度メンテナンスを行ってください。

2
Months

2

3

4

5

6



a

2

3

b

1

OFF

2h 

2
Months

4

5

ECO
MAX

27



28

Stilys
ST706SB

4

7.4k タンク
1200ml
27

60

 2 m
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